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　これまで一年間協議してきた合併協議の状況や、新市建設計画など合併に関する判断材料を説
明し、意見を伺う住民説明会が、１市２町の６会場で行われました。 
　初日となった３月27日は、「南北道路の基本的イメージは」「地域審議会の設置について」など、
多方面にわたる意見交換が行われました。 
　これら住民説明会での意見は、次回の協議会で報告されます。 

（3月2727日：県総合教育県総合教育センターあすなろ会場会場） （3月27日：県総合教育センターあすなろ会場） 

資源リサイクル推進のため、古紙配合率100％の再生紙を利用しています。 

合併に関する住民のみなさんからのご意見やご質問等を随時受け付けています。 
電話、ＦＡＸ、郵便、ホームページの専用ページ、電子メール等いずれでも結構です。お気軽にお寄せください。 ●ご意見をお寄せください● 

 

合併の方式 
合併の期日 
新市の名称 
新市の事務所の位置 
財産の取扱い 
議会の議員の定数及び任期の取扱い 
農業委員会委員の定数及び任期の取扱い 
地方税の取扱い 
特別職の職員の身分の取扱い 
一般職の職員の身分の取扱い 
条例、規則等の取扱い 
事務組織及び機構の取扱い 
一部事務組合等の取扱い 
使用料、手数料等の取扱い 
公共的団体等の取扱い 
補助金、交付金等の取扱い 
電算システムの取扱い 
慣行の取扱い 
国民健康保険事業の取扱い 
介護保険事業の取扱い 
消防団の取扱い 
町名・字名の取扱い 
地域審議会の取扱い 
その他各種事務事業の取扱い 
◎ １ 姉妹都市・国際交流事業 
◎ ２ 男女共同参画事業  
◎ ３ 広報広聴事業 
◎ ４ 情報公開・個人情報保護制度 
◎ ５ 地域振興事業 
◎ ６ 交通関係事業 
◎ ７ 窓口業務 
◎ ８ 防災消防関係事業 
◎ ９ 生活保護事業 
◎10 高齢者福祉事業 
◎11 児童福祉事業 
◎12 保育事業 
◎13 障害者福祉事業 
◎14 廃棄物関係事業 
◎15 環境・衛生関係事業 
◎16 保健・医療関係事業 
◎17 商工・観光関係事業 
◎18 農林関係事業 
◎19 建設関係事業 
◎20 上・下水道事業 
◎21 学校教育関係事業 
◎22 社会教育関係事業 
◎23 文化振興関係事業 
新市建設計画 

◎は「確認」された項目、○は「協議中」の項目です。 

確認され 
た協議会 項　　　　　目  番号 

第2回 
第7回 
第8回 
第3回 
第4回 
第6回 
第7回 
第5回 
第5回 
第5回 
第5回 
第6回 
第6回 
第6回 
第8回 
第8回 
第8回 
第8回 
第9回 
第9回 
第9回 
第9回 
第9回 
  

第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第10回 
第11回
第11回
第11回
第11回
第11回
第11回
第11回
第11回
第11回
第11回 

◎ 1
◎ 2
◎ 3
◎ 4
◎ 5
◎ 6
◎ 7
◎ 8
◎ 9
◎10
◎11
◎12
◎13
◎14
◎15
◎16
◎17
◎18
◎19
◎20
◎21
◎22
◎23
◎24  
  
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○25

■第12回 合併協議会 
と　き：５月18日(火) 午後２時から 
ところ：掛川グランドホテル３階 王冠の間 
※合併協議会は傍聴することができます。 
　直接会場へお越しください。 

お 知 ら せ  

　合併協議会では、みな
さまにより多くの情報を
提供するため、合併協議
会や小委員会に提出され
た資料、協議会の議事録、
各種調査やアンケート結
果など、合併協議会だよ
りでは紹介しきれない詳
細な情報を、ホームペー
ジに随時掲載し、公開し
ています。 
　ぜひ、ご利用ください。 
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○
そ
の
他
各
種
事
務
事
業
（
そ
の
２
）
の
取

扱
い
に
つ
い
て
 

　
　
そ
の
他
各
種
事
務
事
業
（
そ
の
２
）
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
調
整

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
※
項
目
番
号
は（
そ
の
１
）に
続
く
連
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
14
　
廃
棄
物
関
係
事
業
 

　
　
廃
棄
物
の
収
集
及
び
処
理
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
11
回
の
協
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
平
成
16
年
３
月
16
日
に
開
催
し
た
第
11
回
合
併
協
議
会
で
は
、
「
そ
の
他
各

種
事
務
事
業
（
そ
の
２
）
の
取
扱
い
」
の
協
議
、
「
新
市
建
設
計
画
」
の
提
案

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
「
そ
の
他
各
種
事
務
事
業
（
そ
の
２
）
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て

10
項
目
の
調
整
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
今
回
提
案
さ
れ
た
新
市
建
設
計
画
は
、
合
併
協
議
会
で
協
議
す
る
25

の
合
併
協
議
項
目
の
最
終
項
目
に
な
り
ま
す
。
 

合併協議会だより　2004.4掛川市・大東町・大須賀町　2004.4

　
家
庭
の
ご
み
の
収
集
や
処
理
方
法
は
、新

市
に
な
っ
て
も
、当
分
の
間
、変
わ
り
ま
せ
ん
。 

　
大
東
町
・
大
須
賀
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る

町
道
な
ど
を
整
備
す
る
際
の
地
元
負
担
金

制
度
は
、廃
止
さ
れ
ま
す
。 

15
　
環
境
・
衛
生
関
係
事
業
 

　
�
　
環
境
条
例
に
つ
い
て
は
、
掛
川
市

の
例
に
よ
り
、
新
市
に
お
い
て
制
定

す
る
。
 

　
�
　
環
境
に
関
す
る
各
種
計
画
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
計
画
を
踏
ま
え
新
市

に
お
い
て
策
定
す
る
。
 

　
�
　
環
境
・
衛
生
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
統
一
す
る
。
 

16
　
保
健
・
医
療
関
係
事
業
 

　
�
　
保
健
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

計
画
を
踏
ま
え
、
新
市
に
お
い
て
策

定
す
る
。
 

　
�
　
予
防
接
種
、
各
種
健
診
、
休
日
・

夜
間
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

実
施
内
容
・
方
法
等
に
つ
い
て
医
師

会
等
と
調
整
し
、
合
併
時
に
再
編
す
る
。
 

　
�
　
各
種
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
統
一
す
る
。
 

17
 
商
工
・
観
光
関
係
事
業
 

　
�
　
商
工
業
、
労
働
及
び
観
光
の
各
事

業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
施
す
る
。

た
だ
し
、
同
一
又
は
類
似
す
る
事
業
は
、

従
来
か
ら
の
経
緯
、
実
情
を
十
分
踏

ま
え
、
統
合
又
は
再
編
す
る
。
 

　
�
　
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
統
一
す
る
。
 

18
 
農
林
関
係
事
業
 

　
�
　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
等
各
種

計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
計
画
を

踏
ま
え
、
新
市
に
お
い
て
策
定
す
る
。
 

　
�
　
農
林
事
業
に
伴
う
受
益
者
負
担
金

に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、
合
併
時
に
お
け
る
継
続
事

業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
負
担
割
合

で
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
 

　
�
　
農
林
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
実
施
す
る
。
た
だ
し
、
同
一

又
は
類
似
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
市
全
体
の
均
衡
が
図
ら
れ
る
よ
う

統
合
又
は
再
編
す
る
。
 

19
　
建
設
関
係
事
業
 

　
�
　
都
市
計
画
（
地
域
地
区
、
都
市
施

設
等
）
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お

り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
 

　
�
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
計
画
を
踏
ま
え
、

新
市
に
お
い
て
策
定
す
る
。
 

　
�
　
道
路
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
既
存

の
認
定
道
路
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
引
き
継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て

調
整
を
図
る
。
 

　
�
　
建
設
関
係
事
業
に
伴
う
地
元
負
担

金
は
、
廃
止
す
る
。
 

　
�
　
継
続
中
の
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
引
き
継
ぐ
。
 

20
　
上
・
下
水
道
事
業
 

　
�
　
上
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
現
在
の
計
画
を
尊
重
し
新

市
に
お
い
て
策
定
さ
れ
る
各
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
速
や
か
に
統
一
を
図
る
。
 

　
�
　
使
用
料
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、

掛
川
市
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
一

す
る
。
 

     21
　
学
校
教
育
関
係
事
業
 

　
�
　
市
（
町
）
立
小
中
学
校
の
通
学
区

域
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
し
、

幼
稚
園
の
通
園
区
域
に
つ
い
て
は
、

設
け
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

　
�
　
教
育
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
統
一
す
る
。
 

　
�
　
遠
距
離
通
学
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
 

　
�
　
幼
児
教
育
に
係
る
振
興
計
画
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
計
画
を
踏
ま
え
、

新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
策
定
す
る
。
 

　
�
　
学
校
給
食
事
業
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

た
だ
し
、
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
統
一
す
る
。
 

22
　
社
会
教
育
関
係
事
業
 

　
�
　
各
種
講
座
等
の
社
会
教
育
関
係
事

業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
合
又

は
再
編
す
る
。
 

　
�
　
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お

い
て
統
一
的
に
開
催
す
る
。
 

　
�
　
図
書
館
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
ま
で
に
調
整
し
、
公
民
館
図

書
室
と
相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。
移
動
図
書

館
に
つ
い
て
は
、
統
一
し
て
実
施
す
る
。
 

　
�
　
社
会
教
育
施
設
等
の
運
営
方
法
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
現
行
の
と

お
り
と
し
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。
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文
化
振
興
関
係
事
業
 

　
�
　
文
化
振
興
事
業
及
び
文
化
財
保
護

事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
合

又
は
再
編
す
る
。
 

　
�
　
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
指
定

基
準
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
一

す
る
。
 

　
�
　
文
化
芸
術
施
設
の
運
営
方
法
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
 

      
○
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
ま
で
12
回
に
わ
た
る
小
委
員
会
の

協
議
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
新
市
建
設
計

画
（
案
）
が
、
正
式
に
合
併
協
議
会
に
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
新
市
建
設
計
画
と
は
、
新
市
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
方
針
や
新
市
建
設
に
必
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
な
ど
を
示
す
も
の
で
、

い
わ
ば
新
市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
も
言

え
る
も
の
で
す
。
 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
冊
の
「
合
併
協

議
状
況
報
告
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

　　南北軸の創出、東西軸との連携によって『便利になる、豊かになる、一つになる』 

　　都市と田園の良さを充実させ、『元気になる、楽しくなる、安心できる』 

　　住民参加と協働、報徳精神によって『優しくなる、手をつなぐ、未来を拓く』 

　
上
・
下
水
道
の
徴
収
は
、一
括
し
て
２
カ

月
ご
と
に
な
り
ま
す
。 

　新市の一体化と南北間の円滑な往来の実現が
新市の最重要課題です。そのためには、新市の背
骨となる南北幹線道路の整備が必要です。 

　寝たきり老人を出さない健康長寿のまちづくりの
推進は新市の大きな目標です。そのためには、健診
機能を強化するとともに、医療、保健、福祉・介護の
連携の核となる拠点の整備が必要です。 

　市民参加や市民と行政の協働によるまちづくり
が新市の礎になります。そのためには、情報ネットワ
ークを整備するとともに、情報発信・交換を手軽に
行える活動拠点の整備が必要です。　 

　新市融合に向けた南北幹線道路
と交通システムの整備 

　市民活動支援センターと地域公共
施設間ネットワークの整備 

　総合健康センター（仮称）の整備 

 

新市の将来像新市の将来像
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　平成16年４月20日に開催した第12回合併協議会では、最終の協議項目であった「新市建設計画」
が確認されるとともに、今国会で合併特例法が改正された場合には、合併期日を３月28日から平
成17年４月１日に変更する動議がなされ、確認されました。これにより全ての基本的な協議項目
について協議が終了しました。 
　合併に向け大きく前進した協議会。６月には合併協定書の調印が予定されています。 

（4月2020日：第1212回合併協議会回合併協議会） 

資源リサイクル推進のため、古紙配合率100％の再生紙を利用しています。 

合併に関する住民のみなさんからのご意見やご質問等を随時受け付けています。 
電話、ＦＡＸ、郵便、ホームページの専用ページ、電子メール等いずれでも結構です。お気軽にお寄せください。 ●ご意見をお寄せください● 

 

合併の方式 
合併の期日 
新市の名称 
新市の事務所の位置 
財産の取扱い 
議会の議員の定数及び任期の取扱い 
農業委員会委員の定数及び任期の取扱い 
地方税の取扱い 
特別職の職員の身分の取扱い 
一般職の職員の身分の取扱い 
条例、規則等の取扱い 
事務組織及び機構の取扱い 
一部事務組合等の取扱い 
使用料、手数料等の取扱い 
公共的団体等の取扱い 
補助金、交付金等の取扱い 
電算システムの取扱い 
慣行の取扱い 
国民健康保険事業の取扱い 
介護保険事業の取扱い 
消防団の取扱い 
町名・字名の取扱い 
地域審議会の取扱い 
その他各種事務事業の取扱い 
その１　姉妹都市・国際交流事業 
　　　　ほか全13項目 
その２　廃棄物関係事業ほか 
　　　　全10項目 
新市建設計画 

全ての協議項目が確認されました。（平成16年4月20日現在） 

確認され 
た協議会 項　　　　　目  番号 

第2回 
第7回 
第8回 
第3回 
第4回 
第6回 
第7回 
第5回 
第5回 
第5回 
第5回 
第6回 
第6回 
第6回 
第8回 
第8回 
第8回 
第8回 
第9回 
第9回 
第9回 
第9回 
第9回 
  

第10回 
 

第11回 
 

第12回 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
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と　き：６月16日(水) 午前10時から 
ところ：掛川グランドホテル３階 王冠の間 
内　容：合併協定書調印、新市名称名付け親大賞表彰 

※予約は不要です、直接会場へお越しください。 

お 知 ら せ  
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第12回 
合併協議会開催 

 
　　　　　　　　お知らせ 

（4月20日：第12回合併協議会） 

　　　合併協議項目の 
　協議終了 

住民説明会  
　　　　　意見交換 

（いずれも予定） 
 

　平成16年4月１日付けで、下記のとおり委員
の変更がありました。退任される委員の方ご苦
労様でした。また、新任される委員の方よろしく
お願いします。 
 

�
　
財
政
計
画
等
に
つ
い
て
 

 　
①
　
地
方
交
付
税
は
今
後
減
少
し
て
い
く

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
は
新
市
で

は
ど
の
よ
う
な
財
政
運
営
を
す
る
の
か
。
 

　
　
　
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
り
減
額
さ
れ
て
い
く
と
し
た

前
提
で
考
え
て
い
る
が
、
合
併
特
例
債

の
償
還
に
対
す
る
交
付
税
措
置
が
あ
る

た
め
、
財
政
計
画
で
は
減
額
と
な
っ
て

い
な
い
。
な
お
、
１
市
２
町
は
全
国
的

に
見
る
と
財
政
が
比
較
的
豊
か
な
た
め
、

交
付
税
も
新
市
の
運
営
に
特
別
大
き
な

影
響
を
与
え
る
ほ
ど
に
は
交
付
さ
れ
て

い
な
い
。
 

　
②
　
人
件
費
の
削
減
率
が
５
〜
６
％
で
は

行
革
と
し
て
甘
い
の
で
は
な
い
か
。
 

　
　
　
支
所
の
設
置
の
必
要
性
な
ど
を
考
慮

す
る
と
、
単
純
に
職
員
を
大
幅
削
減
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
職
員
の

削
減
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
の
不
補
充

と
い
っ
た
形
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、

削
減
効
果
は
年
を
増
す
ご
と
に
徐
々
に

で
る
こ
と
に
な
る
。
 

　
③
　
合
併
し
た
場
合
の
議
会
議
員
の
報
酬

は
ど
う
な
る
か
。
ま
た
、
１
市
２
町
の

職
員
の
給
与
格
差
に
つ
い
て
は
ど
う
な

る
か
。
 

　
　
　
財
政
計
画
で
は
、
現
在
の
掛
川
市
の

議
会
議
員
の
報
酬
を
仮
定
し
て
算
定
し

て
い
る
が
、
実
際
の
報
酬
は
合
併
議
決

後
に
報
酬
審
議
会
等
を
設
置
し
て
協
議

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
　
ま
た
、
一

般
職
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
考
え
ず
、
掛
川
市
の
現
状
の
給

与
水
準
に
合
わ
せ
て
算
定
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
合
併
議
決
後
に
審
議
会
等
に
よ

り
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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平
成
16
年
４
月
20
日
に
開
催
し
た

第
12
回
合
併
協
議
会
で
は
、
「
委
員

の
変
更
に
つ
い
て
」
「
平
成
16
年
度

事
業
計
画
」
「
平
成
16
年
度
予
算
」

「
住
民
説
明
会
の
開
催
結
果
に
つ
い

て
」
の
報
告
、
「
新
市
建
設
計
画
」

の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
委
員
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
３
号

委
員
の
方
３
人
が
、
４
月
１
日
よ
り

入
れ
替
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
変
更
の
詳
細
は
４
頁
）
 

　
ま
た
、
平
成
16
年
度
事
業
の
主
な

も
の
は
、
合
併
協
議
項
目
の
確
認
、

合
併
協
定
書
の
調
印
、
広
報
広
聴
活

動
で
、
予
算
額
は
約
１
４
０
０
万
円

で
す
。
 

　
協
議
項
目
と
し
て
最
後
に
残
っ
て

い
た
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
表
記
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
道
路
事
業
の

重
要
性
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
な

ど
一
部
修
正
を
加
え
る
こ
と
で
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
（
新

市
建
設
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

前
月
号
に
同
封
の
合
併
協
議
状
況
報

告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
 

　
な
お
、
合
併
特
例
法
改
正
が
今
国

会
で
可
決
さ
れ
た
場
合
に
、
合
併
期

日
を
平
成
17
年
３
月
28
日
か
ら
同
年

４
月
１
日
に
変
更
す
る
動
議
が
な
さ

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

第12回合併協議会 

　
３
月
27
日
か
ら
始
め
ら
れ
た
住
民
説
明
会
は
、
１
市
２
町
の

６
会
場
で
開
催
さ
れ
、
１
６
６
０
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
４

月
15
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
概

要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

合併協議会だより　2004.5掛川市・大東町・大須賀町　2004.5

　
合
併
協
議
会
主
催
に
よ
る
住
民
説
明
会
は
、

３
月
27
日
か
ら
４
月
15
日
に
か
け
、
１
市
２

町
の
公
共
施
設
を
会
場
と
し
て
６
カ
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
総
数
は
１
６
６
０

人
で
、
協
議
状
況
の
説
明
の
後
に
行
わ
れ
た

意
見
交
換
で
は
、
協
議
会
委
員
と
住
民
と
で

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
意
見
交
換
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
の
項
目

別
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

   
�
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
・
負
担
等
に
つ
い
て
 

 　
①
　
掛
川
市
が
進
め
て
い
る
幼
保
一
元
化

の
考
え
方
が
合
併
後
の
施
策
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
。
 

　
　
　
掛
川
市
は
、
計
画
的
に
幼
保
園
と
し

て
ま
と
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
が
、

合
併
時
に
は
大
東
町
、
大
須
賀
町
の
事

情
も
あ
る
の
で
、
調
整
に
は
少
し
時
間

が
か
か
る
。
 

　
②
　
市
域
が
広
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
行

政
的
に
は
様
々
な
数
値
が
大
き
く
な
り
、

良
く
な
る
印
象
を
受
け
る
が
、
個
人
レ

ベ
ル
の
恩
恵
は
あ
る
か
。
 

　
　
　
合
併
し
て
都
市
間
競
争
を
勝
ち
抜
く

こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
個
人
も
幸

せ
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
全
体
と
し

て
力
を
つ
け
て
雇
用
拡
大
等
が
あ
れ
ば
、

所
得
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。
 

　
③
　
支
所
は
い
つ
ま
で
置
く
の
か
、
具
体

的
に
教
え
て
欲
し
い
。
 

　
　
　
新
市
の
大
き
さ
や
形
状
か
ら
す
る
と
、

現
状
で
は
支
所
は
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
行
政
の
中
に
は
支
所
で
や
っ
た

方
が
い
い
も
の
も
あ
る
。
将
来
的
に
基

盤
整
備
と
共
に
一
体
化
が
進
ん
だ
段
階

で
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。
 

                 �
　
地
域
振
興
等
に
つ
い
て
 

 　
①
　
掛
川
市
は
、
旧
町
村
単
位
で
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
区
域
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

合
併
後
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

　
　
　
地
域
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
そ

れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
諸
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
合
併
し
た
か
ら
と
い
っ
て

一
度
に
統
合
す
る
訳
に
も
い
か
な
い
し
、

統
合
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
と
考
え
る
。

合
併
時
に
一
元
化
す
る
も
の
と
合
併
後

に
調
整
す
る
も
の
と
に
区
分
し
て
考
え

て
い
く
。
 

　
②
　
土
地
条
例
の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

　
　
　
土
地
利
用
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で

あ
る
が
、
土
地
条
例
が
ど
う
な
る
か
は

新
市
に
お
け
る
土
地
利
用
ビ
ジ
ョ
ン
を

新
市
長
、
新
議
会
が
ど
う
考
え
る
か
と

い
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
く
る
の
で
、

は
っ
き
り
し
た
こ
と
が
言
え
な
い
部
分

が
あ
る
。
 

 �
　
新
市
の
組
織
・
体
制
等
に
つ
い
て
 

 　
①
　
農
業
委
員
会
の
定
数
は
、
平
成
17
年

７
月
19
日
ま
で
に
定
め
る
と
考
え
て
良

い
の
か
。
ま
た
、
選
挙
区
の
あ
り
方
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

　
　
　
７
月
19
日
ま
で
に
は
農
業
委
員
会
の

選
挙
を
行
う
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は
議

会
の
議
決
を
経
て
定
数
が
決
定
さ
れ
る
。

選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
現
況
や

就
農
者
人
口
の
問
題
が
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
形
に
し
た
ら
適
正
に
な
る
の
か
と

い
っ
た
こ
と
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。
 

　
②
　
地
域
審
議
会
は
あ
ま
り
効
果
が
あ
る

と
思
え
な
い
、
掛
川
市
で
は
地
区
集
会

及
び
市
民
総
代
会
等
で
十
分
意
見
集
約

が
で
き
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
か
。
 

　
　
　
確
か
に
市
民
総
代
会
を
計
画
的
に
も

っ
て
い
る
掛
川
市
に
と
っ
て
は
、
必
ず

し
も
設
置
し
な
く
て
も
良
い
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
旧
１
市
２
町

の
意
見
が
全
体
に
良
く
通
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
し
ば
ら
く
議
会
と
は
少
し
違

っ
た
性
格
の
検
討
機
関
が
あ
っ
た
方
が

良
い
と
い
う
結
論
と
な
り
、
設
置
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
 

   
�
　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
主
要
事
業
等

に
つ
い
て
 

　
①
　
南
北
幹
線
道
路
に
つ
い
て
具
体
的
な

説
明
を
。
 

　
　
　
道
路
問
題
は
合
併
す
る
に
あ
た
っ
て

最
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

合
併
協
議
会
と
し
て
も
、
南
北
道
路
が

一
番
優
先
さ
れ
る
事
業
で
あ
り
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
整
備
す
る
こ
と
で
意
見

が
一
致
し
て
い
る
。
国
県
に
対
し
て
は
、

県
道
の
早
期
整
備
に
向
け
て
強
く
要
望

を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
場
合
に
よ
っ

て
は
県
道
か
ら
市
道
へ
の
移
管
、
承
認

工
事
等
に
よ
り
進
め
て
い
く
。
県
に
よ

る
実
施
や
承
認
工
事
が
特
例
債
適
用
と

い
っ
た
事
に
な
れ
ば
、
新
市
の
一
般
財

源
に
余
裕
が
出
て
、
整
備
区
間
の
延
長

も
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
 

　
　
　
ま
た
、
実
現
時
期
に
つ
い
て
は
、
有

利
な
特
例
債
を
活
用
で
き
る
期
間
が
10

年
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
10
年
間
で
や

り
遂
げ
る
の
を
目
処
と
し
て
、
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
く
。
 

　
②
　
「
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

整
備
」
と
「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

と
地
域
公
共
施
設
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
」
は
、
新
市
と
し
て
本
当
に
必
要

な
事
業
な
の
か
。
 

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
予
防
医
学

の
充
実
が
大
切
で
あ
る
が
、
現
在
の
サ

ー
ビ
ス
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
総
合

健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
合
併
に
よ
る
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
。
ま
た
、

地
域
公
共
施
設
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

１
市
２
町
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
文
化
施
設
、

体
育
施
設
、
そ
の
他
の
市
民
活
動
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
緊
密
化
し
て
、
利
用
率
、

参
加
率
ほ
か
様
々
な
効
果
を
高
め
る
目

的
が
あ
り
、
大
変
意
味
の
あ
る
こ
と
と

考
え
る
。
 

　
③
　
交
通
、
都
市
基
盤
、
情
報
提
供
な
ど
様
々

な
面
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
生

活
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
ほ

し
い
。
 

　
　
　
交
通
に
関
し
て
は
南
北
交
通
の
問
題
と
、

循
環
バ
ス
の
区
域
の
問
題
の
２
つ
が
あ
る
。

南
北
道
路
の
整
備
を
進
め
公
共
交
通
の

基
盤
を
作
る
と
と
も
に
、
循
環
バ
ス
に

つ
い
て
も
改
善
方
法
に
つ
い
て
研
究
し

た
い
。
ま
た
、
歩
道
等
に
お
け
る
障
害

者
対
策
は
現
在
改
良
を
進
め
て
い
る
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
。
今
後
、
更
に
使
 

              　
　
い
や
す
さ
に
配
慮
し
て
整
備
し
て
い
く
。

情
報
提
供
を
は
じ
め
全
般
的
に
、
障
害

者
の
方
が
住
み
良
い
街
は
、
健
常
者
に

と
っ
て
は
更
に
住
み
良
い
訳
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
そ
う
し
た
希
望
に
添
え
る

よ
う
努
力
し
た
い
。
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（6月16日：合併協定調印式合併協定調印式） 

����

�月
掛川市・大東町・大須賀町 第12号 

���

　６月１６日、掛川市・大東町・大須賀町による合併協定調印式が、県知事をはじめ多数の来賓を迎えるな
か執り行われました。１市２町の首長は合併協定書への署名の後、県知事を囲んで手を交え、新市誕生へ
の思いを新たにしました。 
　また、７月１日には１市２町の各議会で、合併関連議案が議決され、７月５日、県知事へ合併申請書を提出
しました。今後、県議会の議決後、国の告示によって、平成１７年４月１日に新「掛川市」が誕生します。 

資源リサイクル推進のため、古紙配合率100％の再生紙を利用しています。 

合併に関する住民のみなさんからのご意見やご質問等を随時受け付けています。 
電話、ＦＡＸ、郵便、ホームページの専用ページ、電子メール等いずれでも結構です。お気軽にお寄せください。 
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（6月16日：合併協定調印式） 

新委員　菅沼茂雄　　掛川市議会副議長

　　　　大場鐵雄　　掛川市議会議員

前委員　戸塚正義　　掛川市議会議長

　　　　榑松友則　　掛川市議会副議長

（敬称略） 

　平成16年５月７日付けで、下記のとおり委員
の変更がありました。退任される委員の方ご苦
労様でした。また、新任される委員の方よろしく
お願いします。 

協議会委員が変わりました 協議会委員が変わりました 協議会委員が変わりました 

　合併協議会では、みなさまにより多くの情報

を提供するため、合併協議会や小委員会に提出

された資料、協議会の議事録、各種調査やアンケ

ート結果など、合併協議会だよりでは紹介しき

れない詳細な情報を、ホームページに随時掲載

し、公開しています。 

　ぜひ、ご利用ください。 

合併協議の詳細情報はホームページに 
アドレスはスはhttp://www.kdo-gappei.jphttp://www.kdo-gappei.jp
合併協議の詳細情報はホームページに 
アドレスはスはhttp://www.kdo-gappei.jphttp://www.kdo-gappei.jp
合併協議の詳細情報はホームページに 
アドレスはhttp://www.kdo-gappei.jp

　第13回合併協議会において、新市建設計画

が決定されました。 

　新市建設計画については、１市２町の合併

担当課（掛川市企画人材課、大東町企画課、大

須賀町総務課）及び図書館・図書室でご覧い

ただくことができます。 

　また、合併協議会ホームページの資料室の

中にも、新市建設計画が掲載されていますの

で、ご覧ください。 

新市建設計画をご覧いただけます 新市建設計画をご覧いただけます 

平成16年6月16日 

平成16年7月１日 

平成16年7月中（予定） 

平成16年10月（予定） 

平成16年11月（予定） 

新「掛川市」の誕生に向けて 新「掛川市」の誕生に向けて 新「掛川市」の誕生に向けて 
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③ 

　合併協定書は、これまで合併協議会で協議
をしてきた、合併の方式、合併の期日、新市
の名称などを始めとする全25項目をまとめた
ものです。 

　
平
成
16
年
５
月
18
日
に
開
催
し
た

第
13
回
合
併
協
議
会
で
は
、
「
委
員

の
変
更
」
「
平
成
15
年
度
決
算
」
「
平

成
16
年
度
補
正
予
算
」
に
つ
い
て
の

報
告
、
「
合
併
協
定
項
目
」
に
つ
い

て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
委
員
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
掛
川

市
議
会
の
議
会
構
成
の
変
更
に
よ
り
、

２
号
委
員
の
方
２
人
が
、
５
月
７
日

よ
り
入
れ
替
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
（
変
更
の
詳
細
は
４
頁
）
 

　
合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
協
議
会
で
協
議
し
て
き
た
事

項
を
合
併
協
定
書
の
内
容
と
し
て
ま

と
め
、
協
議
会
と
し
て
確
認
し
ま
し

た
。
 

　
今
回
の
協
議
を
も
っ
て
、
協
議
会

で
の
協
議
は
全
て
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
 

　
次
回
の
合
併
協
議
会
は
、
11
月
に

開
催
さ
れ
、
合
併
協
議
会
の
廃
止
の

確
認
、
事
務
事
業
一
元
化
の
調
整
結

果
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

 

第13回合併協議会 第13回合併協議会 
　
掛
川
市
・
大
東
町
・
大
須
賀
町
合
併
協
議
会
に
お
け
る
協
議
結
果
を
受
け
て
、

平
成
16
年
６
月
16
日
に
、
１
市
２
町
は
合
併
協
定
調
印
式
を
挙
行
。
１
市
２
町

の
間
で
合
併
協
定
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
席
上
、
新
市
名
称
名

付
け
親
大
賞
の
授
与
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
７
月
１
日
に
１
市
２
町
の
議
会
で
合
併
関
連
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決

さ
れ
、
７
月
５
日
に
は
、
県
知
事
に
合
併
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
合
併

に
向
け
て
着
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
 

合併協議会だより　2004.7掛川市・大東町・大須賀町　2004.7

合
併
協
定
調
印
式

県
知
事
に
合
併
を
申
請

新
市
名
称
名
付
け
親
大
賞

　
　
　
　
　
�
　
授
与
さ
れ
る

１
市
２
町
議
会

　
　
　
合
併
関
連
議
案
を
可
決

 
                 　

合
併
協
定
調
印
式
は
掛
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
を
会
場
に
、
石
川
嘉
延
静
岡
県
知
事
、
柳

澤
伯
夫
衆
議
院
議
員
、
大
場
勝
男
県
議
会
議
員
、

松
井
三
郎
県
議
会
議
員
を
来
賓
に
迎
え
、
合

併
協
議
会
委
員
、
１
市
２
町
の
議
員
を
始
め
、

一
般
傍
聴
者
な
ど
約
１
９
０
人
が
集
う
中
、

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
で
は
、
合
併
協
議
会
事
務
局
に
よ
る
合

併
協
議
に
関
す
る
経
過
報
告
に
続
き
、
榛
村

純
一
掛
川
市
長
、
大
倉
重
信
大
東
町
長
、
伊

藤
徳
之
大
須
賀
町
長
が
合
併
協
定
書
に
署
名

を
し
、
続
い
て
県
知
事
、
山
本
義
雄
掛
川
市

議
会
議
長
、
鳥
井
昌
彦
大
東
町
議
会
議
長
、

半
井
孝
大
須
賀
町
議
会
議
長
の
立
会
人
署
名

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
署
名
に
引
き
続
き
、
主
催
者
で
あ
る
１
市

２
町
の
首
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
首
長
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

振
り
返
り
、
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び
を

語
り
、
関
係
者
へ
の
お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
新
市
に
つ
い
て
、
掛
川
市
長
は
「
南

北
30
㌔
の
細
長
い
都
市
を
南
北
幹
線
道
路
で

結
び
、
意
思
疎
通
の
良
い
都
市
と
す
る
よ
う

全
力
を
傾
け
た
い
。
海
と
平
野
と
街
道
と
山

が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
夢
・
未
来
を
創
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
行
政
体
制
を
確
立
し

た
い
」
、
大
東
町
長
は
「
新
市
の
計
画
に
つ

い
て
は
南
北
幹
線
道
路
が
最
重
要
。
地
域
の

特
色
を
生
か
し
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
新
市

づ
く
り
を
望
み
た
い
」
、
大
須
賀
町
長
は
「
地

域
の
特
性
や
一
体
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、

希
望
の
持
て
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。
 

　
立
会
人
と
し
て
署
名
さ
れ
た
県
知
事
の
祝

辞
で
は
「
県
内
で
一
番
躍
動
し
て
い
る
の
は

中
東
遠
地
域
。
空
港
、
第
２
東
名
な
ど
が
現

在
あ
る
高
速
交
通
基
盤
に
加
わ
れ
ば
、
さ
ら

に
潜
在
力
が
増
す
。
こ
の
地
域
の
持
つ
住
み

や
す
さ
の
充
実
と
併
せ
、
世
界
と
競
争
で
き

る
飛
躍
す
る
都
市
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

今
後
の
新
市
に
期
待
す
る
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
他
の
来
賓
か
ら
も
、
合
併
へ

の
支
援
や
、
こ
の
地
域
へ
の
期
待
の
言
葉
が

語
ら
れ
る
な
ど
、
会
場
の
雰
囲
気
は
新
市
へ

の
希
望
に
あ
ふ
れ
、
和
や
か
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
 

　
今
回
の
合
併
協
定
調
印
に
よ
り
、
平
成
17

年
４
月
１
日
の
新
市
誕
生
に
向
け
て
、
大
き

く
歩
み
出
し
ま
し
た
。
７
月
１
日
に
は
、
掛

川
市
の
６
月
定
例
議
会
、
大
東
町
、
大
須
賀

町
の
臨
時
議
会
で
合
併
関
連
議
案
が
可
決
さ
れ
、

こ
れ
を
受
け
て
、
７
月
５
日
に
合
併
申
請
書

が
１
市
２
町
の
３
首
長
か
ら
県
知
事
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
合
併
の
申
請
を
受
け
た
県
知

事
は
、
総
務
大
臣
と
の
協
議
を
経
て
、
県
議

会
の
議
決
後
、
合
併
を
決
定
し
ま
す
。
（
合

併
事
務
の
流
れ
は
４
頁
に
図
示
）
 

    　
合
併
協
定
調
印
式
の
席
上
、
新
市

名
付
け
親
大
賞
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
掛
川
市
高
御
所

在
住
の
桑
原
美
保
子
さ
ん
に
、

榛
村
会
長
か
ら
表
彰
状
と

10
万
円
相
当
の
旅
行
券
が

贈
ら
れ
、
受
賞
し
た
桑
原

さ
ん
は
「
驚
き
と
う
れ
し

さ
で
い
っ
ぱ
い
。
新
市
が
ま

す
ま
す
栄
え
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

　
新
市
の
名
称
は
、
昨
年
８
月
15
日
か
ら
１

ヵ
月
間
募
集
が
行
わ
れ
、
１
３
７
２
件
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
新
市
名
称

候
補
選
定
小
委
員
会
に
よ
り
「
遠
州
市
」
「
か

け
が
わ
市
」
「
掛
川
市
」
「
三
城
市
」
「
新

掛
川
市
」
の
５
作
品
が
候
補
に
選
ば
れ
、
昨

年
12
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回
合
併
協

議
会
で
、
新
市
の
名
称
は
「
掛
川
市
」
と
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
応
募
作
品
の
う
ち
、
名

称
を
「
掛
川
市
」
と
し
た
作

品
は
５
５
８
件
あ
っ
た
た
め
、

今
年
１
月
20
日
に
開
催

さ
れ
た
第
９
回
合
併
協

議
会
の
席
上
、
抽
選
で

大
賞
受
賞
者
を
決
定
し

ま
し
た
。
 

　
 

 

 

              

   １
市
２
町
の
議
会
は
、
７
月
１
日
に
合
併
関

連
議
案
５
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
審

議
さ
れ
た
議
案
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

●
掛
川
市
、
小
笠
郡
大
東
町
及
び
同
郡
大
須

　
賀
町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
 

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
掛
川
市
、
大

東
町
及
び
大
須
賀
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域

を
も
っ
て
新
た
に
掛
川
市
を
設
置
す
る
こ

と
を
静
岡
県
知
事
に
申
請
す
る
。
 

●
掛
川
市
、
小
笠
郡
大
東
町
及
び
同
郡
大
須

　
賀
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
財
産
処
分
に
関

　
す
る
協
議
に
つ
い
て
 

１
市
２
町
の
財
産
は
、
す
べ
て
新
た
に

設
置
す
る
掛
川
市
に
帰
属
さ
せ
る
。
 

●
掛
川
市
、
小
笠
郡
大
東
町
及
び
同
郡
大
須

　
賀
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
議
会
議
員
の
定

　
数
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
 

新
「
掛
川
市
」
の
議
会
の
議
員
の
定
数

は
30
人
と
す
る
。
 

●
掛
川
市
、
小
笠
郡
大
東
町
及
び
同
郡
大
須

　
賀
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
地
域
審
議
会
の

　
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
 

１
市
２
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
地
域

審
議
会
を
設
置
す
る
。
 

　
・
設
置
期
間
　
合
併
の
日
か
ら
６
年
間
 

　
・
組
織
　
　
　
各
区
域
に
住
所
を
有
す
る
　

　
　
　
　
　
　
　
住
民
15
人
以
内
 

　
・
任
期
　
　
　
２
年
間
 

※
　
地
域
審
議
会
と
は
、
合
併
に
よ
る
区
域

　
の
拡
大
で
、
住
民
の
意
見
が
新
市
の
施
策

　
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
と
の
不
安
に
対

　
応
す
る
た
め
設
置
す
る
も
の
で
、
新
市
建

　
設
計
画
の
変
更
、
同
計
画
の
執
行
状
況
、

　
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ

　
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
・
答

　
申
し
ま
す
。
 

●
掛
川
市
、
小
笠
郡
大
東
町
及
び
同
郡
大
須

　
賀
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
農
業
委
員
会
の

　
委
員
の
任
期
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
 

掛
川
市
、
大
東
町
及
び
大
須
賀
町
の
農

業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
は
、
市
町

村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定

を
適
用
し
、
平
成
17
年
７
月
19
日
ま
で
の
間
、

引
き
続
き
新
た
に
設
置
す
る
掛
川
市
の
農

業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
在

任
す
る
。
 

   　
７
月
５
日
、
１
市
２
町
の
首
長
は
、
静
岡

県
庁
を
訪
れ
、
県
知
事
に
合
併
申
請
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。
 

　
合
併
協
議
会
の
会
長
で
も
あ
る
掛
川
市
長
は
、

申
請
書
を
手
渡
す
に
あ
た
り
、
新
市
の
南
北

交
通
の
基
盤
整
備
の
重
要
性
を
訴
え
、
県
の

支
援
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
県
知
事
も
、

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と

と
も
に
、
新
市
に
つ
い
て
県
と
し
て
も
出
来

る
限
り
支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
旨
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
県
知
事
は
総
務
大
臣
に
協
議
後
、
県
議
会

に
諮
り
、
議
決
さ
れ
れ
ば
総
務
省
に
合
併
の

届
出
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

  



（7月5日：合併合併申請書提請書提出） 

合併申請書を

　　　　県知事に提出

合併協議会だより

　７月５日、榛村純一掛川市長、大倉重信大東町長、伊藤徳之大須賀町長が石川嘉延県知事を訪ね、合併申
請書を手渡すとともに、新市ビジョンの実現に向け、県の支援をお願いしました。知事は県議会に諮り、議決を経て
合併の決定を行うと同時に、総務大臣への届け出を行い、同大臣の告示により、来年４月１日に「掛川市」が誕生
することになります。 
　１市２町が行う法的な手続きは完了しましたので、今後は新市への円滑な移行に向けて、準備が進められてい
きます。 

新市の市章を 
募集します 

（7月5日：合併申請書提出） 

新「掛川市」に 
向けて一言 

 
合併申請書県提出 

 
お知らせ 
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合併協議会だより　2004.8

 

井上未久さん 
11歳 

大坂小学校6年 
（大東町） 

清水芳子さん 
45歳 

スポーツ用品等販売業 
（大須賀町） 

赤堀文哉さん 
15歳 

大須賀中学校3年 

石川　修さん 
48歳 

ユニ・チャーム 
プロダクツ� 
静岡工場長 
（掛川市） 

榛葉恒治さん 
64歳 

NPO法人掛川国際 
交流センター理事長 

平成平成17年4月1日 平成平成17年4月1日 平成17年4月1日 

　１市２町の合併関連議案が議決され、合併申請書を県知事に提出したこと
により、これからは新市誕生に向けた諸準備や事務事業の一元化を、着実に
進めていくことになります。 
　平成１７年４月１日の合併に向け、夢や希望が膨らむ中、住民の皆さんに
新「掛川市」に対する期待、感想等について伺ってみました。 

いのうえ み　く しん ば  つね はる 

し  みずよし こ 

いしかわ　  おさむ 

あかほりふみ  や 

                　
私
の
大
好
き
な
大
東
町
と
、
大
須
賀
町
、

掛
川
市
が
合
併
す
る
と
聞
い
て
、
今
よ
り
も

も
っ
と
す
て
き
な
街
に
な
る
と
思
い
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
 

　
私
は
学
校
で
福
祉
の
学
習
を
し
て
か
ら
、

福
祉
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
東
町
に
も
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
し
ょ

う
害
の
あ
る
か
た
な
ど
も
く
ら
し
や
す
い
よ

う
な
施
設
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
街
に
な
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
立

場
の
人
を
考
え
て
、
み
ん
な
が
平
等
で
、
楽

し
く
明
る
く
く
ら
せ
る
よ
う
な
街
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
 

          

　
合
併
の
範
囲
が
期
待
し
て
い
た
も
の
よ
り

狭
く
な
り
、
行
政
運
営
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
が
発
揮
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、

人
口
12
万
人
の
小
さ
な
田
園
都
市
の
良
さ
を

逆
手
に
取
り
、
小
回
り
が
効
き
〜
打
て
ば
響

く
〜
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
〜

効
率
的
な
施
策
を
新
し
い
感
覚
で
進
め
て
欲

し
い
。
 

　
ま
た
、
人
口
の
４
％
に
及
ぶ
在
住
外
国
人

と
仲
良
く
暮
ら
せ
る
安
定
し
た
地
域
作
り
の

た
め
の
対
策
に
も
力
を
注
ぎ
、
国
際
化
時
代

に
相
応
し
い
新
市
に
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
。
 

            　
合
併
は
、
歴
史
の
流
れ
の
中
の
ひ
と
つ
、

自
分
達
も
そ
の
一
粒
な
の
だ
と
人
間
の
小
さ

さ
を
感
じ
ま
す
が
、
そ
こ
に
生
き
て
い
る
事

も
事
実
で
す
。
 

　
合
理
化
は
、
人
間
性
を
疎
外
す
る
事
に
も

な
り
か
ね
な
い
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
住
民

の
顔
の
見
え
る
行
政
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
や
健
康

な
身
体
づ
く
り
を
考
え
る
と
、
遠
く
で
は
な
く
、

大
須
賀
町
内
に
も
、
誰
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
施
設
が
で
き
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

    

         　
い
ま
企
業
で
は
社
会
的
責
任
や
価
値
が
問

わ
れ
る
時
代
で
す
。
創
業
以
来
「
尽
く
し
続

け
て
こ
そ
ナ
ン
バ
ー
１
」
の
精
神
で
、
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
全
て
の
人
々
に
快

適
と
最
高
の
満
足
を
提
供
し
社
会
か
ら
信
頼

さ
れ
続
け
る
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
住
民
・
行
政
・
企
業
が
一
体
と
な
り
、
全

て
の
人
々
が
安
心
・
快
適
な
生
活
を
送
れ
る

社
会
が
重
要
で
す
。
新
掛
川
市
の
益
々
の
ご

発
展
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
常
に
住
民
に

と
っ
て
「
や
さ
し
い
」
行
政
で
あ
る
事
を
期

待
し
ま
す
。
 

           　
今
回
の
合
併
は
、
大
須
賀
町
に
住
む
僕
達

に
も
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
合
併
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、
南
北
幹
線
道
路
の
整
備
で
す
。

こ
の
道
路
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
へ
の
移
動

が
従
来
よ
り
短
時
間
で
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、

新
市
南
部
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
等
、
様
々
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掛川市・大東町・大須賀町　2004.8

岡田　茂さん 
79歳 

大東町老人クラブ 
連合会会長 

山本和子さん 
43歳 

掛川おかみさん会 
代表 

高橋佐知子さん 
26歳 
主婦 

（大須賀町） 

鈴木敏夫さん 
53歳 

大東町自立経営 
農業研究会会長 

合併に関する住民のみなさんからのご意見やご質問等を随時受け付けています。 
電話、ＦＡＸ、郵便、ホームページの専用ページ、電子メール等いずれでも結構です。お気軽にお寄せください。 

●ご意見をお寄せください● 
 

新市移行対策本部を設置しました 新市移行対策本部を設置しました 新市移行対策本部を設置しました 

　本部では、新市への円滑な移行に向け、新市の行政サービス等に

ついて検討を行います。その内容については、協議会だより等でお

知らせしていきます。 

合併協議の詳細情報は 
ホームページにお任せください 

�������������������� 
アドレスは　http://www.kdo-gappei.jp

　合併協議会では、みなさまにより多くの情報を提供するため、合併
協議会や小委員会に提出された資料、協議会の議事録、各種調査や
アンケート結果など、合併協議会だよりでは紹介しきれない詳細な
情報を、ホームページに随時掲載し、公開しています。ぜひ、ご利用
ください。 

おか  だ　　しげる 

たか はし  さ   ち   こ 

すず  き  とし  お 

やまもとかず  こ 

な
面
か
ら
僕
達
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
よ
う

と
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
 

　
僕
は
、
こ
の
よ
う
に
人
々
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
、
よ
り
市
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
新

掛
川
市
を
築
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

           　
事
実
上
合
併
が
決
定
し
、
先
ず
は
ご
苦
労

様
で
し
た
と
申
し
上
げ
ま
す
。
充
分
な
意
見

の
交
換
や
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
結
果
と

思
い
ま
す
が
、
大
き
な
も
の
に
巻
か
れ
る
こ

と
な
く
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
行

政
を
心
か
ら
希
望
し
ま
す
。
 

　
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
、
今
迄
の
活
動
が

低
下
せ
ぬ
よ
う
に
、
高
齢
者
が
増
え
る
傾
向

に
加
入
者
の
増
加
と
魅
力
あ
る
活
動
、
そ
し

て
福
祉
関
係
も
一
層
充
実
し
て
老
い
て
も
人

と
し
て
尊
厳
の
あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。
 

           

　
合
併
は
初
め
て
の
経
験
で
す
か
ら
、
自
分

の
環
境
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
皆
目
検
討
が

つ
か
な
い
、
と
い
う
の
が
本
心
で
す
。
 

　
し
か
し
、
人
口
が
増
え
る
と
い
う
事
は
、

可
能
性
が
広
が
る
事
で
は
な
い
か
と
期
待
を

持
っ
て
い
ま
す
。
 

　
私
は
、
掛
川
市
の
旧
い
市
街
地
に
住
み
、

商
い
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
こ

の
街
が
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
一
人

で
す
。
街
の
活
力
源
は
「
人
」
と
思
い
ま
す

か
ら
、
合
併
後
に
期
待
は
膨
ら
み
ま
す
。
私

達
も
こ
れ
か
ら
は
12
万
市
民
に
向
け
て
、
こ

の
旧
い
街
に
関
心
を
持
っ
て
頂
く
努
力
を
し

て
ゆ
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。
 

           　
大
須
賀
町
は
、
交
通
の
便
が
あ
ま
り
よ
く

な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
合
併
に
よ
り
、

一
市
二
町
を
結
ぶ
道
が
で
き
る
と
聞
い
た
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
新
し
い
道
や
バ
ス
路
線
等
が
で
き
た
ら
、

今
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
地
域
な
ど

に
行
き
、
新
市
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
施
設
も

利
用
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
合
併
が
道
を
結
び
、
交
流
の
場
を
広
げ
、

市
民
を
つ
な
ぐ
も
の
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
 

    

          　
北
部
地
域
は
、
お
茶
と
バ
ラ
に
代
表
さ
れ

る
数
々
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
、
南
部
の
畑

作
地
域
は
様
々
な
種
類
の
野
菜
が
生
産
さ
れ

る
産
地
と
し
て
、
新
市
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
農
作
物
の
生
産
拠
点
に
な
り
ま
す
。
 

　
消
費
者
の
み
な
さ
ん
が
求
め
る
安
心
・
安

全
で
新
鮮
な
農
産
物
の
生
産
を
通
じ
て
、
多

彩
な
農
産
物
の
供
給
産
地
と
し
て
県
内
を
は

じ
め
、
全
国
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。
 

　
旬
の
新
鮮
な
野
菜
が
年
間
を
通
じ
て
多
彩

に
供
給
で
き
る
新
市
は
、
農
業
の
発
展
に
も

大
き
な
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
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○応募は○応募は指定指定の応募用紙又は応募用紙又は縦横縦横15cm15cmの枠を書いたＡ４版白色用紙版白色用紙を縦長縦長で使用使用し、用
紙１枚につき１作品。作品。（応募用紙は応募用紙は1市2町の合併担当課合併担当課にもあります。） 

○応募用紙○応募用紙の表面表面のデザイン枠内枠内に「新市新市の市章市章」、枠外下部枠外下部に「デザインの趣旨趣旨」を記載記載
し、裏面裏面には、「住所住所」、「氏名氏名（ふりがな）」、「年齢年齢」、「性別性別」及び「電話番号電話番号」を記載記載し
てください。 

○同一人○同一人による複数複数の応募は応募は３点以内点以内とします。 
○応募は○応募は、持参又は持参又は封書封書による郵送郵送とし、電子電子メールでの応募は応募は不可不可とします。 

��� 資源リサイクル推進のため、古紙配合率100％の再生紙を利用しています。 

1.募集募集する市章の条件る市章の条件 
○新市○新市の将来像将来像「海と山と街道街道がつながり、夢・未来未来を創るまち」にふさわしい市章。市章。 
○市旗、○市旗、バッジ等にも使用使用できるデザイン。 
○用紙○用紙の地色地色を含め４色以内。色以内。なお、グラデーション（色の濃淡濃淡を連続的連続的に階調階調で表現表現す
ること） は不可不可とします。 

○モノクロで表現表現した場合場合でも、イメージや安定感安定感が損が損なわれないものであること。 
○自作の未発表作品未発表作品であること。 
○他○他の市町村章及市町村章及び商標等商標等と類似類似しないものであること。 

2.応募資格応募資格 
問いません。ん。だれでも応募応募できるものとします。 

3.応募方法応募方法 

4.応募期間応募期間 
平成平成1616年8月1515日から平成平成1616年9月3030日（郵送郵送の場合は場合は当日消印有効消印有効） 

5.賞金賞金 
最優秀賞最優秀賞（１点）　賞金　賞金3030万円　　　優秀賞万円　　　優秀賞（４点以内点以内）　賞金　賞金５万円万円 
（賞金は賞金は受賞者受賞者が1818歳未満歳未満の場合、場合、その保護者保護者に代理授与代理授与となります。） 
 
6.入賞発表入賞発表 
新市新市の広報紙、広報紙、ホームページで発表発表するとともに、別途入賞者別途入賞者に新市か新市から通知通知します。 

7.著作権等著作権等 
○応募○応募された作品作品に関する一切一切の権利は権利は、新市新市に帰属帰属します。 
○応募作品は○応募作品は返却返却しません。ん。 
○ 採用作品採用作品の使用使用にあたっては、必要必要に応じて新市新市が修正が修正できるものとします。 

1.募集する市章の条件 
○新市の将来像「海と山と街道がつながり、夢・未来を創るまち」にふさわしい市章。 
○市旗、バッジ等にも使用できるデザイン。 
○用紙の地色を含め４色以内。なお、グラデーション（色の濃淡を連続的に階調で表現す
ること） は不可とします。 

○モノクロで表現した場合でも、イメージや安定感が損なわれないものであること。 
○自作の未発表作品であること。 
○他の市町村章及び商標等と類似しないものであること。 

2.応募資格 
問いません。だれでも応募できるものとします。 

3.応募方法 
○応募は指定の応募用紙又は縦横15cmの枠を書いたＡ４版白色用紙を縦長で使用し、用
紙１枚につき１作品。（応募用紙は1市2町の合併担当課にもあります。） 

○応募用紙の表面のデザイン枠内に「新市の市章」、枠外下部に「デザインの趣旨」を記載
し、裏面には、「住所」、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「性別」及び「電話番号」を記載し
てください。 

○同一人による複数の応募は３点以内とします。 
○応募は、持参又は封書による郵送とし、電子メールでの応募は不可とします。 

4.応募期間 
平成16年8月15日から平成16年9月30日（郵送の場合は当日消印有効） 

5.賞金 
最優秀賞（１点）　賞金30万円　　　優秀賞（４点以内）　賞金５万円 
（賞金は受賞者が18歳未満の場合、その保護者に代理授与となります。） 
 
6.入賞発表 
新市の広報紙、ホームページで発表するとともに、別途入賞者に新市から通知します。 

7.著作権等 
○応募された作品に関する一切の権利は、新市に帰属します。 
○応募作品は返却しません。 
○ 採用作品の使用にあたっては、必要に応じて新市が修正できるものとします。 

〒436-8650 
掛川市長谷701－1（掛川市役所４階） 
掛川市・大東町・大須賀町合併協議会事務局 



（10月15日：合併決定書交付合併決定書交付） 

　先の県議会で合併議案が議決されたことを受け、10月15日に石川嘉延静岡県知事より合併決定書が１
市２町に交付され、平成17年４月１日の新「掛川市」誕生が決定。県知事は、これまでの合併協議の労をね
ぎらうとともに、希望あふれる新市誕生を祝福しました。 
　なお、県知事は10月25日に総務大臣に新「掛川市」の合併の届け出を行いましたので、総務大臣が新「掛
川市」の合併を告示し法的な手続きが完了することとなります。 

■編集・発行■　掛川市・大東町・大須賀町合併協議会事務局　〒436-8650 静岡県掛川市長谷701-1　掛川市役所内 
TEL：0537-21-1211 FAX：0537-21-1212　ホームページ http：//www.kdo-gappei.jp  電子メール info@kdo-gappei.jp

（10月15日：合併決定書交付） 

・市章の選考始まる 
・お知らせ 

消防事務に 
ついて 

新「掛川市」　 
誕生決定 

新市の組織に 
ついて 
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合併協議会だより　2004.11

 

　
本
年
６
月
に
調
印
さ
れ
た
合
併
協
定
書
で
は
、
新
市
の
消
防
体
制
は
、
新
「
掛

川
市
」
と
新
「
菊
川
市
」
の
２
市
に
よ
る
広
域
消
防
組
合
で
進
め
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
協
議
を
進
め
る
段
階
で
、
合
併
時
ま
で

に
確
実
に
広
域
消
防
組
合
に
よ
り
統
一
を
図
る
こ
と
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に

困
難
な
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
防
業
務
は
そ
れ
ぞ
れ
新
市
に
お
い
て
単

独
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
消
防
業
務
は
、
火
災
時
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
や
救

急
業
務
な
ど
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な

任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新

市
で
は
広
域
消
防
に
よ
る
消
防
力
の
強
化

と
共
に
、
合
併
時
ま
で
に
消
防
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、
合
併
協

定
書
の
調
整
方
針
に
基
づ
い
て
協
議
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
掛
川
市
消
防

と
小
笠
地
区
消
防
組
合
を
一
体
化
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
双
方
の
こ
れ
ま
で
の
消
防

体
制
の
違
い
か
ら
解
決
す
べ
き
課
題
が
多

く
、
調
整
に
多
く
の
時
間
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
中
で
も
周
波
数
の
異
な
る
消
防

無
線
や
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
統
合
に
は
、

機
器
の
整
備
や
認
可
手
続
き
に
相
当
な
期

間
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
新
市
住
民
の
安

全
・
安
心
を
真
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、

新
市
の
誕
生
と
同
時
に
確
実
に
機
動
性
が

発
揮
で
き
る
態
勢
が
不
可
欠
で
あ
り
、
調

整
が
不
十
分
な
ま
ま
新
市
に
移
行
す
る
こ

と
だ
け
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

　
こ
れ
ま
で
広
域
消
防
を
目
指
し
関
係
市

町
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
思
い

の
ほ
か
調
整
が
難
航
し
、
今
後
の
調
整
に

十
分
な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

新
２
市
に
よ
る
広
域
消
防
体
制
の
完
全
実

施
は
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
に
至
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
時
点
で
は
新
た
に
誕

生
す
る
掛
川
市
及
び
菊
川
市
が
、
そ
れ
ぞ

れ
現
在
の
掛
川
市
消
防
及
び
小
笠
地
区
消

防
組
合
を
引
き
継
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

消
防
体
制
と
す
る
こ
と
が
、
住
民
の
安
全
、

安
心
を
守
る
上
で
最
も
有
効
か
つ
確
実
な

方
法
で
あ
る
こ
と
を
、
新
２
市
の
関
係
市

町
に
お
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

    　
現
在
は
既
に
新
市
単
独
の
消
防
体
制
を

整
え
る
た
め
の
準
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ

て
お
り
、
新
市
の
消
防
組
織
も
概
ね
体
制

が
固
ま
り
ま
し
た
。
新
市
で
は
、
現
在
、

大
東
町
、
大
須
賀
町
の
町
界
に
あ
る
南
分

署
を
、
消
防
体
制
を
充
実
す
る
た
め
消
防

署
に
格
上
げ
し
て
南
消
防
署
と
し
、
現
掛

川
市
の
消
防
署
、
西
分
署
と
合
わ
せ
て
、

２
署
１
分
署
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
を
始
め

と
す
る
ハ
ー
ド
的
な
整
備
、
職
員
体
制
、

管
理
運
営
体
制
を
始
め
と
す
る
ソ
フ
ト
的

な
整
備
を
併
せ
て
進
め
、
来
年
４
月
１
日

か
ら
の
着
実
な
運
用
に
備
え
ま
す
。
 

消防長 

消防総務課 

予防課 

中央消防署 

南消防署 

通信指令室 

西分署 

次長 

現掛川消防署、 現小笠地区消防組合南分署 

企画、人事等の庶務、消防団等に関する 
事務など 

出動指令、職員の招集、消防通信の統制 
など 

火災予防の対策、指導及び広報、防火管理、 
火災の調査など 

水火災の警戒及び防御、救急・救助業務 
など 

市の北部及び西部を管轄として、上記消 
防署業務を行う 

市の南部（大東・大須賀地区）を管轄と 
して、上記消防署業務を行う 

現南分署（大東町・大須賀町界） 
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部署等 業務内容 

総 務 課  

管 財 課  

税 務 課  

交通防災課 

秘書広報課 

企画調整課 

IＴ政策課 

地域振興課 

環境保全課 

市 民 課  

下水整備課 

農 林 課  

農地整備課 

商工観光課 

都市計画課 

建築住宅課 

道路河川課 

区画整理課 

出納室 

都市建設部 

農林商工部 

環境生活部 

健康福祉部 

企画調整部 

総 務 部  

本
　
庁
　
舎 

福 祉 課  

高齢者支援課 

保健予防課 
（※1） 

予算の編成・執行管理、情報公開、職員
の管理など 

庁舎管理、財産管理、入札・契約、地籍調
査・土地情報など 

市税の賦課・徴収、税務証明など 

交通安全の推進、交通傷害保険、防災・
災害対策など 

基本政策、総合計画の策定、男女共同参
画など 

電子自治体の推進、電算システムの管
理・運用など 

自治会活動・コミュニティ活動の支援、
地域づくりなど 

各種予防接種、乳幼児医療、成人保健、
各種健康講座の企画・開催など 
ごみ収集・分別・減量・リサイクル推進、
地球温暖化防止、狂犬病予防など 

戸籍の届出や証明書交付手続き、国民
健康保険、国民年金など 

各種下水道の事業推進・維持管理・啓発
、浄化槽に関することなど 

米穀・茶業をはじめとする各種農業・畜
産振興施策の推進、森林整備など 

土地改良に関すること、大井川用水管理、
防災ダム管理など 

商業・工業の振興に関する事務、観光施
設等の整備・管理及び宣伝紹介など 

公園や街路樹の整備・管理、緑化推進、
交通政策など 
市営住宅、建築確認申請、住宅政策の推
進など 

道路・河川及び都市下水路の新設・改良
及び修繕工事など 

組合施行・市施行の区画整理事業推進、
まちなか再生推進など 

会計収納事務、静岡県収入証紙の売り
さばきなど 

高齢者政策、介護保険など 

各種の福祉の手続きや相談など 

秘書、広報・広聴、行政相談など 

部署等 業務内容 

学校総務課 

学校教育課 

幼児教育課 

教育文化課 

スポーツ課 

図 書 館  
（※2） 

水道総務課 

水道工務課 

病院総務課 

医 事 課  

地域振興室 

市民福祉室 

農産振興室 

建設住宅室 

生涯教育部分室 

水道事業所 

前ページに記載 

議会事務局 

監 査 委 員  
事 務 局  

農業委員会 
事 務 局  

生涯教育部 

議 会  

監 査  

水 道 部  

病院事務局 

消防本部 

農業委員会 

本
　
庁
　
舎 

　
出
　
先 

大 東 支 所  
大須賀支所 

　
支
　
所
　
庁
　
舎 

校舎その他施設の整備保全に関するこ
と、学校給食施設に関することなど 

児童及び生徒の就学及び学校教育の指
導に関することなど 

幼稚園及び保育所に関することなど 

社会教育・芸術文化及び文化財に関す
ること、二の丸美術館の管理運営など 

社会体育の奨励指導、さんりーなの受
託管理に関することなど 

中央図書館及び大須賀図書館の管理運
営に関することなど 

本会議・委員会及び協議会の運営及び
記録に関すること、傍聴手続きなど 

定期監査・例月出納検査・決算審査に関
することなど 

水道事業会計、水道料金及び下水道料
金に関すること 

支所管内の自治会組織、道路水路等の
軽微な維持修繕に関することなど 

各種届出や証明書の交付、国民健康保
険・国民年金・福祉に関することなど 

支所管内の各種農業・畜産振興施策の
推進、土地改良事業に関することなど 

支所管内の公園・道路・各種下水道施設・
市営住宅の管理に関することなど 

支所管内の就学手続き、社会教育活動、
体育振興に関することなど 

支所管内の水道施設及び消火栓の設置・
維持管理・修理に関することなど 

水道施設及び消火栓の設置・維持管理・
修理に関することなど 

病院事業会計、病院諸施設の維持管理、
物品の購入に関することなど 

窓口会計、外来及び入退院の受付、人間
ドック業務に関することなど 

農業委員会・農地法・農業者年金に関す
ることなど 

新市の組織・機構等 

※1　保健予防課は現徳育保健センター内になります。　　　※2　図書館は中央図書館と大須賀図書館になります。 
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。
 

消防長 

消防総務課 

予防課 

中央消防署 

南消防署 

通信指令室 

西分署 

次長 

現掛川消防署、 現小笠地区消防組合南分署 

企画、人事等の庶務、消防団等に関する 
事務など 

出動指令、職員の招集、消防通信の統制 
など 

火災予防の対策、指導及び広報、防火管理、 
火災の調査など 

水火災の警戒及び防御、救急・救助業務 
など 

市の北部及び西部を管轄として、上記消 
防署業務を行う 

市の南部（大東・大須賀地区）を管轄と 
して、上記消防署業務を行う 

　組織・機構については、合併協議会の調整方針に基づき、地方分権や高度な行政課題への対応、市
民の利便性、行政サービスの向上、行政の効率性など様々な面から検討を進めてきました。 
　その結果、現在１市２町で８部53課ある部課数を、新市では11部２支所37課にまとめる事となりま
した。本庁舎、出先、支所庁舎にどのような組織が設けられるのか、その概要をご紹介します 
　なお、詳細については来年３月に発行予定の新市ガイドブックで改めてご紹介する予定です。 

・市民活動支援室（地域振興課内）･･･団体の育成、連絡調整をはじめ全体的な市民活動の支援充実を図ります。 
・総合交通政策室（都市計画課内）･･･公共交通のあり方について検討を進め、バス路線網等の整備推進を図ります。 
・南北道路推進室（道路河川課内）･･･中心市街地間を結ぶ南北道路の早期開通実現を図ります。 
・支所の各室･･･ 旧大東町、大須賀町の区域の市民サービスを維持するとともに、地域振興の拠点として各種の事務を

行います。住民に最も身近な各種証明書・申請書・届出書などの窓口事務や地域と密着した地域振興、
農業振興、生涯学習活動、道路・河川の管理など、住民への行政サービスを行います。 

新市建設計画実現のため新市で設けられる特徴的な室など 

現南分署（大東町・大須賀町界） 



100 資源リサイクル推進のため、古紙配合率100％の再生紙を利用しています。 

合併に関する住民のみなさんからのご意見やご質問等を随時受け付けています。 
電話、ＦＡＸ、郵便、ホームページの専用ページ、電子メール等いずれでも結構です。お気軽にお寄せください。 ●ご意見をお寄せください● 

 

新
市
の
住
所
表
示

新
市
の
住
所
表
示 

新
市
の
住
所
表
示 4月以降合併により 

住所が変わる2町の 
皆さんお知らせし
ましょう 

掛川市 
大東町・大須賀町 

◎郵便番号、電話番号は１市２町とも現在と変わりありません。 

例 

現在と変わりません。 
小笠郡○○町の部分が掛川市になります。 

大字以下は変わりません。 

小笠郡大東町三俣620 

小笠郡大須賀町西大渕100

掛川市三俣620 

　　掛川市西大渕100

……………… 
… 

　
10
月
15
日
、
掛
川
市
役
所
で
新
「
掛
川
市
」
の
市

章
デ
ザ
イ
ン
募
集
に
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
第
１
次
選

考
を
行
う
、
第
２
回
市
章
候
補
選
定
委
員
会
（
委
員

長
・
小
松
正
明
掛
川
市
助
役
ほ
か
委
員
11
名
）
を
開

催
し
ま
し
た
。 

　
新
市
を
象
徴
す
る
市
章
の
応
募
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
９
７
２
人
、
１
４
８
８
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

内
訳
と
し
て
は
、
１
市
２
町
が
２
６
０
人
、
４
１
５

点
、
そ
れ
以
外
の
県
内
が
１
２
８
人
、
１
８
３
点
、

県
外
が
５
８
３
人
、
８
８
９
点
、
そ
の
他
不
明
が
１

人
、
１
点
で
し
た
。
ま
た
、
年
代
も
10
才
未
満
か
ら
、

90
代
ま
で
と
幅
広
く
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
50
代
の

１
９
２
人
、
３
０
９
点
で
し
た
。 

　
１
市
２
町
の
助
役
、
議
員
、
学
識
経
験
者
か
ら
な

る
選
定
委
員
会
の
委
員
も
、
数
多
い
優
秀
な
作
品
を

前
に
選
定
に
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
87

点
に
絞
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

　
委
員
会
で
は
、
11
月
中
に
第
２
次
選
考
、
第
３
次

選
考
を
行
い
５
作
品
を
選
出
し
、
来
年
１
月
に
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
市
章
の
決

定
に
つ
い
て
は
新
市
の
市
長
が
就
任
後
に
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
し
て
行
う
予
定
で
す
。 

アドレスは 
http://www.kdo-gappei.jp

　合併協議会では、皆様により多くの情報を提
供するため、合併協議会や小委員会に提出され
た資料、協議会の議事録、各種調査やアンケー
ト結果など、合併協議会だよりでは紹介しきれ
ない詳細な情報を、ホームページに随時掲載し、
公開しています。ぜひ、ご利用ください。 

おおあざ 
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